
この模型は、縄文時代

中期の竪穴住居跡を再現

したものです。

山梨県立考古博物館の

常設展示や屋外展示とし

て見られるものと同じ

で、金の尾遺跡（甲斐市

大下条）の13号住居跡

をモデルに、約千分の１

のサイズになっていま

す。

埋文クラフト第５号　縄文たてあな住居模型

①カラープリントして作りましょう。用意するものは、は

さみ、カッターナイフ、のりです。

②各パーツを切りはなして、組み立てます。実線は「切り

ぬき」、破線は「やまおり」です。

③はじめに【１】を作ります。次に【２】を内側が印刷部

となるように輪にし、【３】の切り込みに数字を合わせて

取り付けます。【２】と【３】の組み合わせを【１】に取

り付けます。このとき、入口になる向きを合わせるのがポ

イントです。ここまでが地面の部分。

④屋根部分の【４】と【５】を組み合わせます。

⑤地面と屋根はのり付けしないで内部が観察できるように

します。また背景をはり合わせるとジオラマの完成です。

作り方説明

模型の背景として、のり付け

【１】台になる部分

【４】屋根になる部分
【３】床の部分

【５】屋根のおさえ
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この説明▲は背景のうらにはりつけておこう！
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【２】竪穴住居の
かべになる部分
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※この部分は不要
完成写真！


